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管理栄養士国家試験の事務手続きの変更に伴う注意事項等について（重要） 

 

Ⅰ.事務手続き及び履修証明にかかる提出書類の変更 

令和７年度以降の管理栄養士国家試験の事務手続きの変更につきましては、厚生労働

省 健康・生活衛生局 健康課 栄養指導室発 事務連絡（令和７年１月１０日付）（添付資

料①参照）にて、貴学宛にご案内があり、当協会の全栄施協月報第７７３号（本年２月号）

でもご案内しております｡ 

受験申請の時期の直前に､手続きや提出書類の不備により､受験生に不利益が生じな

いよう十分な準備をしていただきたく､変更点（新旧）について再度ご案内いたします｡ 

本件についてご質問等がある場合には、協会事務局または厚生労働省宛に早急にご

連絡くださいますようお願い申し上げます。 

なお、出願時の提出資料の詳細については、改めて「第４０回管理栄養士国家試験受

験要領」において案内がありますので、ご承知ください。 

 

協会事務局  TEL： 03-6723-3877 info@eiyo.or.jp 

 

1. 事務手続きの変更点（新旧） 

令和６年度まで（旧） 令和７年度以降（新） 

1.管理栄養士養成施設の卒業見込み者の

栄養士免許取得（見込）照合書の取扱い 

 

各養成施設が栄養士免許取得（見込）照

合書を作成し、各自治体に照合。 

 

 

 

2. 既卒者等の免許等照合書の取扱い 

 

受験者が免許等照合書に必要事項を記

入し、各自治体で照合 ⇒ 受験者が管

理栄養士国家試験運営本部事務所（以

下「運営本部事務所」という｡）に提出。 

 

 

 

 

本運用を廃止 

令和 7 年度より､管理栄養士養成施設の

卒業者は､栄養士でなくとも､管理栄養士

国家試験を受けることができるため。 

 

 

免許等照合書を廃止 

受験者が、必要書類（履修証明書を含む）

を運営本部事務所に提出する。運営本部

事務所において、各種照合事務を行う。 



 

２.履修証明書の書式にかかる注意事項（重要） 

今後は、運営本部事務所で受験資格を有しているか（必要な課程等を履修している

か）を審査することになることから、事務の確実化、迅速化のため、添付様式の履修証明

書に例示されている「履修したことを証明する。」の一文の記載が必須＊となります。この

記載がなく、履修を確認できない場合には、運営本部事務所から養成施設に対し直接確

認の連絡がありますので御承知おきください。 

受験者の種類 履修証明書に記載の必要な一文 

管理栄養士養成施設既卒者 

（大学、専門学校）  

管理栄養士養成課程を履修したことを証

明する。 

専攻科既卒者 

学位授与機構の認定する栄養学に関する

専攻科（１年 31 単位以上あるいは２年 

62 単位以上）を履修したことを証明する。 

添付資料②  様式例 1（大学）、2（専門学校）、3（専攻科 2 年）参照 

 

Ⅱ.管理栄養士国家試験受験要領希望部数調査の早期化について 

各養成施設の管理栄養士国家試験受験要領の希望部数把握について、例年、５月頃

に希望部数調査を行っております。 

今年度は、管理栄養士国家試験の事務手続きの変更に伴い、作業の全般的な前倒し

が想定されますので、従来よりも早く報告いただきたく、よろしくご対応くださるようお願

いします。 

希望部数調査の締切りは、4 月末といたします。 

 

＜添付資料＞ 

①管理栄養士国家試験の事務手続の変更（令和７年度以降）について 

②様式例 1（大学）、2（専門学校）、3（専攻科 2 年） 


